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1．はじめに
現代語には，（1）のように原因・理由を表す「～サニ」を用いた文があ
る。
（ 1）a. 祖父は，孫の喜ぶ顔が／を見たさに豪華なおもちゃを買った
b. 少年は，遊興費欲しさにひったくりを繰り返した
「～サニ」は「形容詞語幹＋サ」に「ニ」が接続したものであるが，「～
サニ」において，（1 a）では格助詞が現れているのに対し，（1 b）では格
助詞が現れていない。この論文では，（1 a）のように格助詞が現れる「～
サニ」を用いた原因理由文を「サニ構文」と呼ぶ（1）。
サニ構文は中世室町期において成立し（湯澤幸吉郎 1929）（2），その歴史
的展開は詳細に記述されてきたが（柳田征司 1977，青木博史 2003，竹内史郎
2005），現代語に焦点を当てた研究はされていない。現代語に見られるサ
ニ構文については，これまでの歴史的研究につなげて考察を加える余地が
あるのではないかと思われる。
この論文では，現代語におけるサニ構文の出現頻度が非常に低いことに
着目し，その出現環境とサニ構文が成立する理由について考察する。具体
的には，新聞を主としたデータベースを用いた調査によってサニ構文のデ
ータを提示すること（4節），データ分析によりサニ構文の出現環境を明
らかにすること（5節），語形成における接尾辞「サ」の機能からサニ構
文に出現環境がある理由を説明すること（6節），の 3点を主な目標とす
１
る。まず次節では先行研究を概観し，続く 3節ではデータ収集のために行
った調査の方法について述べる。
2．現代語のサニ構文
ここでは，現代語のサニ構文について多く言及しているものとして，影
山太郎（1993）と青木博史（2003）を取り上げる。影山太郎（1993）は，
（2）のような例を挙げ，（2 a）における「酒代がほしさ」が「複合化」す
ることで（2 b）における「酒代欲しさ」が成立するとしている。
（ 2）a. 男は，酒代が欲しさに強盗をはたらいた
b. 男は，酒代欲しさに強盗をはたらいた
（2 a）のようなサニ構文については，「現在では幾分古めかしい響きが
するが，それでも決して特定の語彙に固定されてはいない」（影山太郎
1993 : 245）と述べている。これに対し青木博史（2003 : 86）は，サニ構文
を構成することのできる用言が「欲しい」「－たい」に限られるとし，「か
なり固定化された表現なのではないか」と述べている（3）。また，青木博史
（2003）はサニ構文の歴史的展開を捉え，現代語においては（2 b）のよう
な例が普通であり，サニ構文は消滅したとしている。影山太郎（1993）の
言及は文法性によるものであり，歴史的観点から実例によって検討してい
る青木博史（2003）とは視点が異なる。文法上許されるサニ構文は，実例
では青木博史（2003）が述べるように普通に現れるものではない。しかし
サニ構文は存在しており，消滅したとする青木博史（2003）の説明には，
正確さを欠く部分があると言わざるをえない。
この論文では，青木博史（2003）の説明を再検討するという意味も含
め，現代語における（2 a）のようなサニ構文並びに（2 b）のような文
（この論文では議論の便宜上，仮に「一語化構文」と呼ぶことにする）について
調査する。なお，一語化構文については 6節で言及する。
２ 現代語におけるサニ構文と語形成
3．調査方法
現代語においてサニ構文並びに一語化構文を構成する用言はいわゆる
「感情形容詞」であるが（影山太郎 1993，青木博史 2003），実際にまとまって
データが得られるものは少ない。調査語とした用言は，データが多く（100
例以上）得られるように考慮し，「かわいい」「恋しい」「欲しい」「－た
い」の 4語を選んだ（4）。使用したデータベースは，『朝日 DNA～聞蔵～』
（以下『朝日』），『産経新聞ニュース検索サービス the Sankei Archives』（以下
『産経』），『毎日 News パック』（以下『毎日』），『ヨミダス文書館』（以下『読
売』）である。データの範囲は，データベースそれぞれの収録開始時点か
ら 2007年 4月 14日までである。
4．調査結果
表 1に調査語とした用言とサニ構文・一語化構文との関係を示す。表 1
は，調査語とした用言は，基本的に一語化構文で使われることを示してい
る。一語化構文は全ての調査語で多数を占めている。一方，サニ構文は
「欲しい」「－たい」において出現している。一語化構文の出現性の高さと
いう観点から，「欲しい」は一語化率が非常に高いものとして，「かわい
い」「恋しい」と同列に扱う。よって，サニ構文を構成する用言は，「－た
い」にほぼ限られていると言える。この結果から，サニ構文についての青
表 1 調査語とした用言とサニ構文・一語化構文
用言 かわいい 恋しい 欲しい －たい
サニ構文 0 0 9 121
一語化構文 105 104 3565 503
合計 105 104 3574 624
一語化率（％） 100 100 99.7 80.6
現代語におけるサニ構文と語形成 ３
木博史（2003）の説明とは異なり，サニ構文は，特に「－たい」を用いた
場合では，必ずしも消滅していないことが分かる。
4. 1 「かわいい」「恋しい」「欲しい」が使われる場合
この節では，一語化構文の出現性が高い「かわいい」「恋しい」「欲し
い」が使われる場合について見る。「かわいい」「恋しい」が使われると，
全てが一語化構文であった。（3）に「かわいい」によるもの，（4）に「恋
しい」によるものを挙げておく。
（ 3）a. 一方，地方幹部の放漫ぶりや，地元企業かわいさに税金を減免
するといった風潮は汚職以上に深刻だ。（『産経』1993年 3月 18
日東京朝刊）
b. 過保護な親が自分の子かわいさに，教師を威圧するような空気
があった。（『朝日』2007年 4月 2日夕刊）
（ 4）a. 静の持つ初音の鼓の革に，殺された両親の狐が張られている。
親恋しさに人の形を借りたという設定だ。（『朝日』1992年 1月 7
日，週刊アエラ）
b. 『古事記』に，亡くなった妻恋しさに黄泉（よみ）の国へ追っ
ていくという話がありますね。（『毎日』1993年 5月 16日東京朝刊）
「欲しい」が使われる場合は，（5）のような大多数（3574例中 3565例）
の一語化構文の用例に対し，（6）と（7 a）のような少数（3574例中 9例）
のサニ構文の用例があった。サニ構文で出現した 9例には，（6 a）のよう
なガ格のもの（5例），（6 b）のようなヲ格のもの（3例），（7 a）のような
ノ格のもの（1例），がある。（7 a）のノ格は，（7 b）のようにガ格で言い
換えることが可能であり，いわゆる「ガ・ノ交替」の例として捉えられ
る。
（ 5）a. 親猫の 1匹はえさほしさに足元にすり寄ってきて，赤い首輪を
巻けるまでになついている。（『朝日』2002年 6月 14日朝刊）
b. 昨年来，一袋百五十円で数枚のカードが入っている「遊戯王カ
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ード」にはまっている。強いカード欲しさに，掃除をしてお小
遣いをためては買いに走っていた。（『産経』2001年 1月 15日東
京朝刊）
c. 人気ゲーム機「たまごっち」の購入代金欲しさに約四万円を脅
し取ったとして，大阪府警少年課と福島署は五日までに，大阪
市福島区内の中学二，三年の男子三人を恐喝容疑で逮捕した。
（『読売』1997年 3月 5日大阪夕刊）
（ 6）a. でも私はテストの直前だけ，単位やいい成績が欲しさにノート
をとるので実力になってない。（『朝日』2004年 1月 21日朝刊秋
田 2）
b. また，ミミズが，玉虫色のセミの美しい帯を欲しさに，大事な
自分の目玉と交換してしまう民話「セミとミミズ」などを朗読
した。（『朝日』2004年 3月 14日朝刊神奈川 1）
（ 7）a. 「シナはロシアを疑惑する。それによってわが国の極東発展に
大いなる障害をまねくであろう。眼前の一片の土地のほしさに
百年の国益をうしなってはならぬ」と，反対した。（『産経』1999
年 5月 15日東京朝刊，司馬遼太郎「坂の上の雲」）
b. 眼前の一片の土地がほしさに百年の国益をうしなってはならぬ
4. 2 「－たい」が使われる場合
この節では，サニ構文が比較的多く現れる，「－たい」が使われる場合
について詳しく見る。
4. 2. 1 サニ構文の格標示の種類と一語化構文の出現性
まず，サニ構文における格標示の種類の観点からデータを分析し，その
結果を表 2として示す。表 2より，5種類にわたって格標示がされている
ことが分かる。それぞれの用例を（8）に挙げる。
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（ 8）a. ガ格：そんな彼の語りが聞きたさに，営業に差し障るのを気に
しながらも，自然に店に足が向いてゆく。（『朝日』2002年 11月
13日朝刊香川 2）
b. ヲ格：マグワイアの怪力を見たさに前日より 8000人多いファ
ンが詰めかけた。（『産経』1998年 9月 4日東京朝刊）
c. ニ格：愛する妻に会いたさに，シモンズは地獄の王へ魂を差し
出し，やみの兵士スポーンとして現世に舞い戻る。（『毎日』1998
年 9月 11日大阪夕刊）
d. ト格：天文学科にいた彼女と話したさに，星や宇宙物理の本を
読みあさった。（『朝日』1989年 4月 4日，週刊アエラ）
e. カラ格：6年後，借金の返済と外尾被告からの暴力から逃れた
さに，吉則君の殺害を受け入れたという。（『朝日』2002年 7月 24
日朝刊長崎 1）
（8 a）のガ格，（8 b）のヲ格，（8 c）のニ格は落とせるのに対し（「語り
聞きたさに」，「怪力見たさに」，「妻会いたさに」，（13）の実例も参考），
（8 d）のト格，（8 e）のカラ格は落とせない（「＊彼女話したさに」，「＊暴
力逃れたさに」）。よって，以下の分析では，格標示が義務的である（＝サ
ニ構文のみで出現する）ト格とカラ格の用例を除き，格標示が任意的であ
り一語化構文の出現にも関係するガ格，ヲ格，ニ格の用例を用いる（5）。
4. 2. 2 名詞修飾とサニ構文の出現率
次に，サニ構文の現れやすさを調べるために，名詞修飾という観点から
「－たい」が使われた例（ト格とカラ格の用例を除いたもの）を分析し，
その結果を表 3，表 4として示す（6）。表 3は，名詞修飾の有無がサニ構文
の出現率（サニ構文には格標示があるので格標示率に等しい）に影響する
ことを示している。名詞修飾があると，ない場合に比べて高い割合（3
表 2 「－たい」によるサニ構文の格標示と用例数
格標示 ガ格 ヲ格 ニ格 ト格 カラ格 合計
用例数 7 97 14 2 1 121
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倍）でサニ構文が出現する。
名詞修飾の有無とサニ構文の出現率との相関を確認するために，名詞修
飾の階層（「一階層」「二階層以上」）に着目する。「一階層」の名詞修飾は
（9 a），「二階層」の名詞修飾は（9 b）のような統語構造をもっているもの
を言う（7）。
（ 9）a. ［修飾語［名詞］］（例：モネの絵，美しい絵）
b.［修飾語［修飾語［名詞］］］（例：モネの美しい絵）
次の表 4は名詞修飾の階層性が「－たい」によるサニ構文の出現率に影
響することを示している。「二階層以上」の名詞修飾があると，「一階層」
の名詞修飾よりサニ構文の出現率が高くなる（約 3倍）。この場合の用例
数を見ると，一語化構文よりサニ構文の方が多い。表 3と表 4から，格標
示率，つまりサニ構文の出現率は「名詞修飾なし」，「一階層」，「二階層以
上」という順番で高くなることが分かる。
以下で用例を示す。サニ構文については，（10）に「名詞修飾なし」，
（11）に「一階層」，（12）に「二階層以上」の用例を挙げる。一語化構文
については，（13）に「名詞修飾なし」，（14）に「一階層」，（15）に「二
階層以上」の用例を挙げる（8）。
表 3 名詞修飾の有無と「－たい」によるサニ構文・一語化構文
名詞修飾 なし あり 合計
サニ構文 30 69 99
一語化構文 313 186 499
合計 343 255 598
格標示率（％） 9 27 17
表 4 名詞修飾の階層と「－たい」によるサニ構文・一語化構文
名詞修飾の階層 一階層 二階層以上
サニ構文 52 17
一語化構文 178 8
格標示率（％） 23 68
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（10）9月，絵を見たさに，ニューヨークのモダンアート美術館へ出か
けた私。（『朝日』1987年 11月 16日朝刊）
（11）a. まな弟子のウイニングランを見たさに，小出監督は，最後のポ
イントからゴールまで，車の使えない十一キロを走った。（『産
経』1997年 8月 10日東京朝刊）
b. 耳を圧する轟音（ごうおん）を聞きたさに，どの子も広場に走
ったものだ。（『朝日』2004年 4月 26日夕刊）
c. 大坂の遊里新町で一，二を争う売れっ子の夕霧太夫は，恋しい
伊左衛門に会いたさに，いそいそとやってくる。（『朝日』1998
年 3月 28日朝刊福岡）
d. 本尊の阿弥陀如来像（重要文化財）の前で頭を垂れる参拝者
に，住職の山中長悦さん（73）は柔和な顔で語りかける。この
名調子を聞きたさに，二度，三度と同寺を訪れるお年寄りも多
い。（『毎日』1996年 5月 13日地方版／奈良）
（12）胸にしまっている思い出の曲を聴きたさに差し出す手や声に力が
入った。（『毎日』2000年 5月 13日中部夕刊）
（13）義経会いたさに，無理に無理を重ねてここまで来たものの，とう
とう倒れてしまう。（『朝日』2000年 5月 25日朝刊岩手 2）
（14）a. 9月上旬，シロは恋人の顔見たさに縄を外し，座間味島へ脱走
したが，マリリンはその 1週間前，事故で死んでいた。（『朝
日』1987年 10月 13日朝刊）
b. 古い車両がのどかな田園地帯を走る姿見たさに，カメラ片手に
やってくる鉄道ファンが多かった。（『読売』2001年 9月 28日中
部朝刊）
c. 白いアスパラガス食べたさに，フランスへ飛ぶ。（『朝日』1988
年 9月 13日朝刊）
d. 雪のトンネル。今振り返ると，あのトンネル見たさに，除雪作
業に励んでいたような気がする。（『読売』2006年 1月 22日東京
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朝刊）
（15）これまで相撲を自分から進んで見たことも無かったが，高見盛関
のあの気合見たさに，夕方になると落ち着かなかった。（『朝日』2003
年 5月 30日朝刊東京 2）
4. 2. 3 指示代名詞と格標示率
表 3と表 4の結果は，名詞修飾の有無と格標示率に相関があることを示
していた。ここでは，次の（16）のような指示代名詞のデータから，名詞
修飾のデータと同様の格標示率との相関について示す。
（16）a. 「舞台は見たことがなかったが，“王将”という作品にほれ込
み，これがやりたさに新国劇に入った」とは，緒形に取材して
聞いたことである。（『産経』1993年 10月 27日東京朝刊）
b. まん丸い目をした肇さんのはんなりとした大阪弁。大概は自慢
話だが，それを聞きたさに通う客もいる。（『読売』2000年 9月 6
日大阪夕刊）
c. ライブドアに入会した人だけが，堀江氏のインタビューをホー
ムページ上で閲覧できるようにしており，それ見たさに入会す
る人が日に数万人もいる。（『朝日』2005年 3月 7日，週刊アエラ）
表 5に「－たい」が指示代名詞をとるデータにおけるサニ構文と一語化
構文の用例数について示す。表 5から，指示代名詞をとる場合は（16 a,
b）のようなサニ構文が多く（約 8割）出現し，（16 c）のような一語化構
文はあまり出現しないことが分かる（9）。用例数は，一語化構文よりサニ構
文の方がはるかに多い（約 5倍）。
表 5 指示代名詞をとるサニ構文・一語化構文と用例数
サニ構文 一語化構文 格標示率（％）
用例数 19 4 83
現代語におけるサニ構文と語形成 ９
5．サニ構文の出現環境
この節では，4節の調査結果をもとに，サニ構文の出現環境，すなわち
格助詞が出現する環境を三つ示す。
5. 1 出現環境Ⅰ
表 1の結果は，サニ構文は，「～サニ」を構成する用言が「－たい」で
あると出現しやすく，「かわいい」「恋しい」「欲しい」であると出現しに
くいということを示していた。この結果は「～サニ」を構成する用言のも
つ統語構造の観点から解釈することができる。サニ構文が多く現れた「－
たい」は，（17 a）のような補文構造と（17 b）のような単文構造という二
つの異なった統語構造をもつとされている（田村すゞ子 1969，久野暲1973な
ど）。
（17）a. ［［映画を見］［たい］］
b.［映画が［見たい］］
c. ［娘が［かわいい］］／［故郷が［恋しい］］／［金が［欲しい］］
（17 c）のような単文構造をもつ「かわいい」「恋しい」「欲しい」にお
いてサニ構文がほとんど見られないということから，（17 a）のような補
文構造をもつ「－たい」においてサニ構文が多く出現すると考えられる。
したがって，同様に補文構造をもつ「－てほしい」においても，（18 a）
のようなサニ構文が出現しやすく，（18 b）のような一語化構文は出現し
にくいと言える（収集したデータにおいて「－てほしい」が使われた 3例のうち
2例がサニ構文で出現）。
（18）a. 今回の事件のあった豊中市の府道大阪池田線の上津島交差点付
近のほか，岸和田市の国道 26号，高槻市の国道 171号，北区
のナビオ阪急付近などにそうした期待族が多く，暴走を見てほ
しさに，近隣県などからも暴走族が集まる傾向にあるという。
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（『毎日』1995年 6月 19日地方版／大阪）
b. また，シンナーやめてほしさに，親が子どもの職探しをした
り，物を買い与えるのは論外とされている。（『読売』2002年 7
月 8日東京朝刊）
以上のような統語構造の共通性から，サニ構文が比較的出現しやすい環
境として，「～サニ」を構成する用言が補文構造をもつ場合（出現環境Ⅰ）
が指摘できる（10）。
5. 2 出現環境Ⅱ
表 3と表 4の結果は，名詞修飾があれば「－たい」によるサニ構文が出
現しやすくなることを示していた。このことから，サニ構文は補文内の動
詞のとる名詞句に名詞修飾があれば出現しやすいと考えられる。
この出現環境は，単文構造をもつ形容詞によるサニ構文にも関係してい
ると言える。単文構造をもつと分析できる，「欲しい」によるサニ構文の
9例（例：「子供が欲しさに連れ出した」『産経』1993年 6 月 5 日大阪夕刊）と
「－たい」（ガ格をとるもの）によるサニ構文の 7例（例：「子どもの喜ぶ顔
が見たさについ買いすぎたり」『読売』2002年 11月 7日東京朝刊）を合計した 16
例のうち，指示代名詞をとる用例を除いた 13例を見ると，名詞修飾があ
る場合の用例が 8例（62％）と多くを占めている（11）。以上のことから，
サニ構文が比較的出現しやすい環境として，「～サニ」を構成する用言が
とる名詞句に名詞修飾がある場合（出現環境Ⅱ）が指摘できる（12）。な
お，単文構造をもつ「かわいい」「恋しい」が使われる場合においては，
名詞修飾がある用例が少なく（「かわいい」によるものは 105例中 9例，「恋し
い」によるものは 104例中 13例），この環境がサニ構文の出現につながって
いないと考えられる。
5. 3 出現環境Ⅲ
表 5の結果は，指示代名詞をとれば「－たい」によるサニ構文が出現し
現代語におけるサニ構文と語形成 １１
やすくなるということを示していた。このことから，サニ構文は補文内の
動詞のとる名詞句が指示代名詞であれば出現しやすいと考えられる。この
出現環境も，出現環境Ⅱの場合と同様に，単文構造をもつ形容詞によるサ
ニ構文に関係していると言えるのであろうか。単文構造をもつ「かわい
い」「恋しい」「欲しい」が使われた場合においては，「欲しい」によるも
ののみに 7例の指示代名詞をとる用例がある（指示代名詞の用例 2例の「こ
れ」と 5例の「それ」によるもの）。その 7例のうちサニ構文の用例は 1例の
みである（「それが欲しさに女心が熱くなる」『毎日』1997 年 9 月 21 日東京朝
刊）。このことから，単文構造の場合，名詞句が指示代名詞であることは
サニ構文の出現に大きく影響しないと考えられる。以上のことから，サニ
構文が比較的出現しやすい環境として，補文内の動詞のとる名詞句が指示
代名詞である場合（出現環境Ⅲ）が指摘できる。
6．サニ構文の出現環境の成立についての考察
前節では，サニ構文に三つの出現環境があることを示した。では，なぜ
このような出現環境がサニ構文にあるのであろうか。サニ構文に用いられ
る接尾辞「サ」の機能に着目し，一語化していくプロセスを想定すること
によって説明を試みる。
現代語において，サニ構文の「～サニ」は原因・理由を表しているが，
「サ」は形容詞・形容動詞の語幹に付いて一語の名詞をつくる機能をもつ
名詞化接尾辞と分析され，「～サ（＝名詞）＋ニ」と捉えられる。接尾辞
「サ」の機能からすると，格助詞を伴うサニ構文と伴わない一語化構文と
では，一語化構文を基本形と言うことができる（調査語とした用言が一語
化構文で基本的に使われるという表 1の結果は接尾辞「サ」の機能による
と考えられる）。接尾辞「サ」による名詞の作られ方に関しては，影山太
郎（1993）の分析に従い，以下のような語形成を仮定する。ここでは助詞
「ニ」の付加は問題にしない。影山太郎（1993）によると，例えば「金欲
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しさ」の派生においては，まず（19 a）のように接尾辞「サ」が格助詞を
伴った構造（「金が欲し」）に付き，次にそれが「複合化」することで（19
b）のような語（「金欲しさ」）が形成されると捉えられる。
（19）a. ［金が欲し］［さ］
b.［金欲しさ］
以上のような一語化のプロセスを想定すると，三つの出現環境がサニ構
文に与える影響について具体的な問いをたてることができる。すなわち，
それぞれの出現環境が接尾辞「サ」の機能（一語化）を妨げる働きをする
のではないか，という問いである。三つの出現環境によって，一語化する
という接尾辞「サ」の機能が妨げられるのであれば，どのような理由が考
えられるであろうか。
まず，出現環境Ⅰと出現環境Ⅱについて，両者の共通点によってまとめ
て考察する。出現環境Ⅰは「「～サニ」を構成する用言が補文構造をもつ
場合」，出現環境Ⅱは「「～サニ」を構成する用言がとる名詞句に名詞修飾
がある場合」であった。共通点を捉えるため，出現環境Ⅰと出現環境Ⅱが
整う場合を（20）で見る（ここでは「～サニ」全体の構造は表示せずに
「～サニ」を構成する用言による構造のみを表示する）。（20 a）のような
単文構造の場合は，二つの要素（「金」「欲しい」）が結びついてできた一
階層で「～サニ」が構成されている。（20 b）のような補文構造の場合
は，二つの要素（「映画」「見る」）が結びついてできたものにさらに別の
要素（「たい」）が結びついてできた二階層で「～サニ」が構成されてい
る。（20 c）のような補文構造かつ名詞修飾がある場合は，二つの要素
（「ディカプリオ」「映画」）が結びついてできた名詞句と別の要素（「見
る」）が結びついたものに，さらに別の要素（「たい」）が結びついてでき
た三階層で「～サニ」が構成されている。
（20）a. ［金が欲し］さに
b.［［映画を見］［た］］さに
c. ［［［ディカプリオの映画を］［見］］［た］］さに
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したがって，出現環境Ⅰと出現環境Ⅱには統語構造の複雑性（＝多階層
性）において共通点があると言える。このことから両者について，サニ構
文は「～サニ」における「～サ」の内部構造が複雑になると出現しやすい
と捉え直すことができ，「～サニ」における「～サ」の内部構造が複雑に
なることで一語化が妨げられると考えられる。
次に，出現環境Ⅲは，「補文内の動詞のとる名詞句が指示代名詞である
場合」であった。この環境に重要な役割を果たしている指示代名詞には
「ダイクシス用法」と「照応用法」がある（13）。指示代名詞が後者の用法で
用いられる時は，一語化において指示代名詞と文中の名詞句とが結ぶ照応
関係に問題が生じる。語はその一部分だけで文中の照応に関係することに
制約がある（Postal 1969）からである（影山 1993の用語に従い，「語彙照応の制
約」と呼ぶ）。
（21 a）のようなサニ構文の場合は，「これを見たさ」は一語化されてい
ないことにより，指示代名詞「これ」は「東証立会場での威勢の良い三本
締め」と問題なく照応関係を結ぶことができると考えられる。これに対し
（21 b）のような一語化構文の場合，指示代名詞「これ」と「牛のスジ
肉」の照応関係を見ると，照応が語（「これ食べたさ」）の内部に及んでい
る。つまり，サニ構文が指示代名詞をとる場合に一語化するということ
は，語彙照応の制約を破る状況を生み出すということを意味するのであ
る。この制約を背景として，出現環境Ⅲは接尾辞「サ」の機能（一語化）
を妨げるように働くので，サニ構文が多くなると考えられる（14）。
（21）a. 大納会は，仕事始めの大発会のような華やかさはないものの，
東証立会場での威勢の良い三本締めは，東京の年の瀬風景の一
つで，これを見たさに，証券取引所を訪れる人も多い。（『読
売』1992年 12月 27日東京朝刊）
b. よく味のしみたジャガイモ，クジラの脂身，全部おいしかった
けど，圧巻は牛のスジ肉。徹底的に煮込んであって，かむほど
に煮汁の甘みが広がって。ほっぺたが落ちるってあんな感じか
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なあ。これ食べたさに，祖母の家にもおふろはあるのにわざわ
ざ銭湯に行ってたほど。（『読売』1990年 3月 2日東京夕刊）
以上のことから，三つの出現環境がサニ構文の出現に影響を与える背景
には，統語構造の複雑性（出現環境Ⅰと出現環境Ⅱにおいて）と語彙照応の
制約（出現環境Ⅲにおいて）の 2種類の関与があるとまとめられる。
7．サニ構文の「～サ」と「句の包摂」
前節の考察により，サニ構文と一語化構文の「～サ」について，接尾辞
「サ」によって一語化したものが一語化構文の「～サ」であり，一語化が
妨げられたものがサニ構文の「～サ」であると捉えられるようになった。
では，サニ構文の「～サ」は，具体的にどのようなものとして分析できる
であろうか。ここでは，「句の包摂」（時枝誠記 1950）という観点から考察
する。時枝誠記（1950 : 154）は（22 a）の例を挙げ，接尾辞「サ」につい
て，「「ほめられたさ」で一語を構成してゐるのではなく」，「「あなたにほ
められた」に附いたものと考へなくてはならない」としている。時枝誠記
（1950）に従うと，「あなたにほめられたさ」は，（22 b）のように句を包摂
する構造をもつものと捉えられる。
（22）a. あなたにほめられたさにそんなことをするのです
b.［［あなたにほめられた］さ］
サニ構文の「～サ」が（22 b）のような構造をもつことについては，
（23）のような例を傍証として挙げる。（23）は「～サノ」「～サガ」に格
助詞が現れる例である。（23 a）の「飲食費や遊ぶ金が欲しさ」，（23 b）の
「それがしたさ」，（23 c）の「中国に残した娘に会いたさ」については連
体助詞「ノ」に接続することから，また，（24）については格助詞「ガ」
に接続することから，それぞれ接尾辞「サ」が句を包摂する形でひとまと
まりになったものと解釈できる。以上のことから，サニ構文の「～サ」は
接尾辞「サ」が句を包摂する構造をもつと分析する。
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（23）a. 3グループの犯行は計 65件，被害は損壊額を含め計約 530万
円に上っている。いずれも飲食費や遊ぶ金が欲しさの犯行とい
い，全員が容疑を認めている。（『毎日』2002年 8月 3日地方版／
香川）
b. 樽ころさんは本当の酒好きが多い。炊き立てのあつあつの御飯
にお酒をかけて，お茶（酒）漬けをする。こんなおいしいもの
はない，それがしたさの樽ころがしだが，これに噎（む）せた
ら大苦しみだそうだ。（『朝日』1997年 1月 26日朝刊）
c. 中国に残した娘に会いたさの狂言とわかり，両親らが逮捕され
て裁判中だ。（『朝日』1987年 5月 29日朝刊）
（24）今年中継した日本のテレビも，BBC の落ち着いた客観的な報道に
比べるとあまりにも日本選手に勝ってほしさがにじみ出ていたよ
うに思う。（『朝日』1992年 7月 10日夕刊）
8．おわりに
この論文では，現代語におけるサニ構文並びに一語化構文について実例
の調査を行い，「～サニ」における統語構造（単文構造，補文構造）と名
詞句の性質（名詞修飾の有無，指示代名詞）に着目して考察した。その結
果，サニ構文が出現しやすい環境として，①「～サニ」を構成する用言が
補文構造をもつ場合，②「～サニ」を構成する用言がとる名詞句に名詞修
飾がある場合（出現環境Ⅱ），③補文内の動詞のとる名詞句が指示代名詞
である場合（出現環境Ⅲ），という三つがあることが明らかになった。
サニ構文の出現環境とサニ構文・一語化構文の「～サ」の関係について
模式的に示すと，図 1のようになる。図 1は，接尾辞「サ」による一語化
の流れの中で，行き着く先が一語化構文の「～サ」であることと，出現環
境Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの影響を受けることによって一連の中間段階であるはずのも
のがサニ構文の「～サ」として成立することを示している。よって，「～
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サ」の内部形成に着目すると，出現環境Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの影響により句の包摂
化をしたものがサニ構文であり，接尾辞「サ」の機能により一語化したも
のが一語化構文であると捉えられる。
この論文では，原因・理由を表す「～サニ」を「名詞（～サ）＋助詞
（ニ）」と捉えたが，サニ構文の歴史的展開を論じた竹内（2005）では，15
世紀に「サニ」が接続助詞として「語彙化」し，原因・理由の意味をもつ
ようになったと見られている。一方，現代語のサニ構文の「～サニ」にお
ける原因・理由の意味が「名詞＋ニ」で表されているとすると，原因・理
由の意味は助詞「ニ」に求められるように思う。助詞「ニ」と原因・理由
の意味との関係は明らかでなく，この問題については今後の課題として稿
を改めることとしたい。
また，格助詞が現れる「～サ」を包括的に捉え，語の資格について考察
を行いたい。語の内部では格助詞などの「機能範疇」は関与しないのが一
般的であるが（影山太郎 1993），「既成の単語又は語幹或は語根に附属して
単語たらしむるもの」（山田孝雄 1936 : 571）とされる接尾辞の一般性質
（接頭辞とともに接辞として総括して述べられたもの）からすると，格助
詞が現れる「～サ」は語としての資格をもちうると考えられる。格助詞が
現れる「～サ」を「句の包摂」現象全体の中に位置付けるとともに，「～
サ」全般にわたって検討を行う必要があるだろう。
注
⑴ 「～サニ」は「嫌だ」のような形容動詞によって構成される場合もあるが
図 1 サニ構文の出現環境とサニ構文・一語化構文の「～サ」
［金が欲し］［さ］
↓
出現環境Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ⇒［［金が欲し］さ］（句の包摂：サニ構文の「～サ」）
↓
［金欲しさ］（語：一語化構文の「～サ」）
現代語におけるサニ構文と語形成 １７
（例：「教育研究発表会への出席がいやさに，自分の勤める小学校に三回にわ
たって放火」『読売』1987年 12月 10日東京朝刊），得られる用例が少ない
ため考察の対象としない。
⑵ 湯澤幸吉郎（1929 : 271）は，「研ト倪ト音カチカサニマキレタルソ（史記
抄）」のような例を挙げ，「サニ」に原因・理由の意味が生じることを指摘し
ている。
⑶ 青木博史（2003）は，「～サニ」に「句の包摂」が生じているものを「「～サ
ニ」構文」と呼んでいる。「句の包摂」とは，「［地に届き］そう」，「［中世の
フランス］風」のように，「語の内部に句が包み込まれる」という現象のこ
とを指す（時枝誠記 1950，影山太郎 1993などを参照）。なお，この論文の
サニ構文は青木博史（2003）の「「～サニ」構文」と指し示すところは同じ
になるが，青木（2003）のように「用言性の発揮」や「句への拡張」を想定
しない。サニ構文における「句の包摂」については 7節で議論する。
⑷ この 4語の選択に当たっては，便宜的に行った，『新潮文庫の 100 冊』と
『新潮文庫の絶版 100冊』における調査の結果を参考にしている（調査語と
したもの以外にサニ構文・一語化構文で使われていた用言は，「いたいたし
い」「いとしい」「いやだ」「うるさい」「おかしい」「おしい」「おそろしい」
「くちおしい」「こわい」「ない」「にくい」「にくらしい」「めずらしい」であ
る）。時代とデータベースの性質が異なるため，調査語としたもの以外に
も，まとまってデータが得られるものが存在する可能性があることを注意し
ておく。
⑸ 影山（1993 : 246）では，「意味格」としてのニ格は落とせないことが指摘
されているが（「親にほめられたさに」に対する「＊親ほめられたさに」），
実際のデータには，「意味格」と分析できる「目的地」のニ格が落ちている
ものもある（例：「入学後は，学校行きたさに毎朝早く着きすぎてしまうほ
どになる」『読売』2001年 4月 23日東京朝刊）。この論文ではニ格の性質の
違いについては立ち入らず，データ中のニ格は，格助詞を落とせるものとし
て，ガ格，ヲ格の用例と大きくまとめて分析する（データ中のニ格標示に関
わる用言は「会う」「行く」「帰る」「来る」「乗る」であった）。ニ格の性質
の違いについては，Sadakane & Koizumi（1995）が詳しく論じている。
⑹ ここでは，「それ（を）聞きたさに」のような指示代名詞の用例はデータか
ら外して分析する（指示代名詞の用例については 4. 2. 3節で見る）。
⑺ 名詞修飾が表面上二つ連なる場合でも，以下のような例は，（9 b）のような
「二階層」の構造ではなく（9 a）のような「一階層」の構造として分析す
る。
・名詞修飾が並列されているもの（例：「うるさく大きな声」）
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・名詞修飾が一つにまとまって主要部名詞にかかっているもの（例：「かし
こい子供の声」）
・主要部名詞が「ガ・ノ交替」の見られる節によって修飾されているもの
（例：「子供の喜ぶ声」）
⑻ 合計 230例の「一階層」の名詞修飾は，分析に当たって，「名詞」（115例），
「動詞・節」（68例），「形容詞・形容動詞」（9例），「限定詞」（38例）の 4
種類のタイプに区別した（例えば，11 a, 14 a が「名詞」，11 b, 14 b が「動
詞・節」，11 c, 14 c が「形容詞・形容動詞」，11 d, 14 d が「限定詞」に区別
される）。「二階層以上」は，これらのタイプのうち二つ以上が組み合わさっ
たものである。なお，「一階層」の名詞修飾における 4種類のタイプの間で
格標示率に大きな差はなかった（「名詞」の場合は 23％，「動詞・節」の場
合は 25％，「形容詞・形容動詞」の場合は 22％，「限定詞」の場合は 18％）。
⑼ 指示代名詞のデータ（23例）は「これ」（4例），「それ」（19例）によるも
のであり，サニ構文のデータ（19例）の格標示の種類はガ格（2例），ヲ格
（17例）である。
⑽ 「－難い」「－易い」は「－たい」と同様に補文構造をもつとされるが（井上
和子 1976 : 137−150など），実例の確認ができなかったため言及しない。
⑾ 全体の 13例の内訳は，「欲しい」によるものが 8，ガ格をとる「－たい」に
よるものが 5であり，名詞修飾がある 8例の内訳は，「欲しい」によるもの
が 4，ガ格をとる「－たい」によるものが 4である。
21 単文構造をもつ形容詞によるサニ構文において，名詞修飾がある場合の用例
が多いという結果には，元のデータの特徴が反映していないことを注意して
おく。「欲しい」と「－たい」のデータにおいては，名詞修飾がある用例は
4168例中 1761例（42％）を占めるに過ぎない（指示代名詞をとる用例は除
いて集計）。よって，名詞修飾があることがサニ構文の多さにつながってい
ると考えられる。全体の 4168例の内訳は，「欲しい」によるものが 3567，
「－たい」によるものが 601である。名詞修飾がある 1761例の内訳は，「欲
しい」によるものが 1503，「－たい」によるものが 258である。
⒀ 「ダイクシス用法」「照応用法」については，田中望（1981）に従った。
⒁ 語の内部に指示代名詞が現れる例外的な表現として，影山太郎（1993 :
11）は，「この電車はここ止まりです」を挙げている。また，南不二男
（1993 : 144）では「無理していえばいえそうな気もするといった程度」の
ものとして「そちら行き」が挙げられている。
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